
1 2埼玉りそな経済情報2022.5

ZOOM UP

埼玉りそな経済情報2022.5

ズ ー ムアップ

豪華キッチンからエアコン、カーテン、防犯カメラまで標準装備。
「完全フル装備の家」で、住む人が幸せになる住宅を提供する
システムキッチンや大型の浴室、洗面台はもとより、入居してすぐに生活ができるようカーテンや照明、エアコンなど多
くのアイテムを標準装備とし、適正価格で顧客に夢のマイホームを建設する富士住建。設計、建築、アフターフォロー
までワンストップサービスできめ細やかに対応するスタイルは、顧客から高評価を得ている。今後も商品力を磨きな
がら営業力を強化し、関東圏で年間3,000棟の建設に向けて邁進していく。

株式会社富士住建

埼玉県内で労働災害が増加しています。
昨年（令和３年）１年間に、県内で業務上の事由

による負傷、疾病、障害などにより４日以上の休業
を余儀なくされた方又は亡くなった方は、7,837人
で、前年の6,769人を1千人以上上回る増加と
なっています。
このうち、亡くなった方は34人で、前年の18人を
16人も上回る結果となりました。とりわけ、昨年12
月は、1か月の間に8人もの方が亡くなり、中には、
50cmの高さから転落し命を落とされたケースもあ
りました。
こうした状況を受け、埼玉労働局では、昨年末、
労働災害緊急事態として、急遽、業種ごとの団体
等に対して安全確保に向けた緊急点検を要請し、
改善策を講じていただいているところです。
労働災害というと、多くの方は、建設業や製造

業の現場を思い浮かべられるのではないでしょう
か。確かに、高所からの「墜落・転落」や機械への
「はさまれ・巻き込まれ」などをはじめとする第二次
産業での災害は全体の５割弱ほどを占めておりま
す。しかし、近年では、小売業や飲食店、社会福祉
施設等の滑りやすい職場での「転倒」や「動作の
反動・無理な動作（腰痛など）」といった第三次産
業での災害も全体の５割近くに達しております。さ
らに、昨年は、新型コロナウイルス感染症による休
業４日以上の死傷者数が917人と、前年（265人）
を大きく上回りました。このほか、事務系職種を含
めた幅広い職種で業務を要因としたメンタル不調
を訴える方も増えております。
こうした労働災害の発生を防止するため、高所
作業の場合には、墜落制止用器具の装着その他
の墜落防止措置の義務付け、機械を扱う場合には、

安全装置等の設置と稼働状態の確認、転倒防止
に向けては、作業場所の整理整頓や清掃、日々の
運動等による滑り、つまずき、階段の踏み外し防止
等を呼び掛けています。また、腰痛防止のためには、
身体的負担軽減に効果的とされる福祉用具や機
械等の導入促進を支援しています。さらに、「職場
における新型コロナウイルス感染症の拡大を防止
するためのチェックリスト」や「取組の５つのポイン
ト」等を活用した感染防止対策も進めています。こ
のほか、メンタルヘルス対策としては、労働者50人
以上の事業場に対してストレスチェックの実施を義
務付け、その結果を分析し、部署ごとの対策が促
進されるよう、制度の周知や指導を行っています。
現在は、新型コロナウイルス感染症の影響によ

り、県内では一時的に人手不足感が緩和されてい
ますが、今後の生産年齢人口の急速な減少を考え
ますと、誰もが健康で快適に働くことができ、その
意欲や能力を存分に発揮することができる環境づ
くりは待ったなしです。その意味では、狭い範囲の
労働災害防止策に止まらず、更に一歩進んで、働
き方改革やハラスメント対策の取組も不可避と言
えるでしょう。逆にこうした取組に積極的な企業で
は、労働災害発生に伴う様々なコスト負担から解放
されるほか、従業員のモチベーション向上、社会的
信用のアップ、優れた人材の確保などを通じて、企
業の発展に少なからず資する筈です。
新しい年度がスタートしたこの時期、是非、今一

度、職場の安心安全と働く人の心身の健康づくり
について考え、実践してみては如何でしょうか。埼
玉労働局では、様々な資料の提供や支援策の実施、
ご照会への対応を行っております。是非、ご利用く
ださい。

職場の安全こそが企業の成長と
持続可能性のカギ
～あなたの会社は大丈夫？～

上尾市に本社を構えるハウスメーカー、株式会社
富士住建は、「完全フル装備の家」で人気を集める。
この商品はハイグレードなシステムキッチンや1.5
坪のテレビ付き浴室、洗面台・トイレ各2台、さらには
カーテンや照明、エアコンなど一般的に住宅業界で
はオプション扱いとなる設備を標準装備し、かつ10
年保証までもが本体価格に含まれているため、オプ
ションによる追加料金が発生しない。自由設計で高
品質な注文住宅を適正価格で提供する―これが
最大の強みである。
「追加料金が発生しない納得の価格は、お客さま
からご好評をいただいております。また、標準装備の
設備も高品質な製品を用意しているので、ご満足い
ただいています。家づくりにあたっては、営業がお客さ
まの要望を細かくヒアリングし、そこに当社のアドバイ
スも加えながら、一から設計をしていきます。そうして
お客さまの希望のマイホームを形にしています」(竹
田浩之社長)
同社は埼玉、東京、神奈川、千葉、茨城、栃木、群
馬の1都6県にショールームを開設して事業を展開。
年間約1,000棟を建設している。

誕生したのは、不動産部門の「SAZAIE株式会
社」、エクステリア部門の「株式会社カルミア」、リ
フォーム部門の「株式会社フルまるリフォーム」で
ある。
「お客さまに対してはこれまでと同様に、土地探し
から建築、アフターサービス、リフォームと、一気通貫
で行う体制は変わりません」
分社化されたことによってポストも用意できたため、

社員のモチベーションアップにもつながるのではない
か、と竹田社長は考える。
そして将来的には、SAZAIE、カルミア、フルまるリ

フォームのそれぞれが独自性をもった事業を展開し
て質の高いサービスを生み出し、「顧客のサービス向
上に向けて、互いに切磋琢磨できるようにしたい」と、
語る。

創業以来、順調に会社を成長させてきた同社。現
在は、関東圏で年間3,000棟建設という目標を掲げ、
将来的には、関東圏以外にも商圏を広げる予定だと
いう。
「今後も、いい家をできるだけ低価格でお客さまに
提供するという姿勢に変わりはありません。商品に磨
きをかけながら、よりいっそう営業に力を入れていき
たいです」
CSR活動にも力を入れ、全拠点で週1回、全従業

員で地域の清掃を行うほか、和歌山県田辺市にある
「富士住建の森」にて植林活動、震災復興の寄付、
日本パラスポーツ協会の支援等にも取り組む。
グループ全体の経営理念―「お客さまの幸せ

を念願する」「利益を上げて国や地域を支える」
「わが社で働くすべての人の生活を向上させる」
―を胸に、これから先も一層の成長を遂げていく
であろう同社。住む人が幸せになる家をつくり続け、
マイホームを計画する多くの家庭に笑顔を届けて
いく。

ウィンの関係を築くことに成功する。そして自社の利
益率を最小限に抑えて、値引きが一切できない適正
価格で販売価格を設定。こうして完全フル装備の家
がスタートする。その後、ラジオCMや住宅雑誌への
広告掲載、2カ月に1度チラシを配布するなど積極的
にPR活動を行った。
「やがて、広告の反響で横須賀から来てくださるお
客さまもいて、受注が増えていきました」
完全フル装備の家の評判が高まり、年間棟数の実

績が増えるにつれ、標準装備で扱う設備メーカーも
増えていった。今では各アイテムで、トップメーカー数
社の設備を取り扱っている。

平成10（1998）年に販売がスタートした完全フル
装備の家は、時代に応じて必要とされる装備を追加
し、進化し続けている。
「太陽光パネルを標準装備にしたり、防犯カメラや
電気錠、制震ダンパーを装備するなどアイテムを増
やしています。従来の設備についても、お客さまが標
準装備でないものを見て『こっちがいい』とならない
ようなグレードの高い製品を入れています」
その品質とは、例えばメーカートップグレードの使
いやすいデザインキッチン、1.5坪の広さでテレビ及
び浴室暖房換気乾燥機付きの浴室、ニュージーラン
ド産の無垢材を使用したフローリングなど。しかも設
備はすべて数種類用意されているため、選べる楽し
さがあり顧客満足度が高い。同社は常に最新鋭の仕
様をチェックし、常に価格交渉を行って仕様のグレー
ドを上げている。そこで仕入れ価格が下がっても、自
社の利益にはせず、仕様のグレードを上げることで顧
客に還元している。
ほかにも、モデルハウスや豪華なカタログをつくら

ない、飛び込み営業をしない、社内経費をとことん切
り詰めるなどの経費削減をして価格を抑えながら標
準装備の充実を図り、顧客満足度の向上に努めてい

完全フル装備の家の商品ラインアップは「スタン
ダード」と、近年人気を集めている「HIRARI（平
屋）」。そして、ひのき材を使った純和風住宅「檜日
和」と、ひのきを構造材に使ったモダンなスタイルの
家「紀州の風」だ。
「ひのきの家は、樹齢60年の国産無垢ひのき材と
いう非常にいい木材を使用しています。これまでと同
様に、年間まとまった量を仕入れる交渉をしているの
で、かなり抑えた価格で提供できています。ひのきの
家を希望するお客さまにとっては、かなりメリットのあ
るものだと思います」

トで『職人さんが状況を優しく教えてくれた』といった
お声をいただくこともあります」
さらに同社は、アプリを使って施主が自宅から建
設中の現場の写真を見ることができる「富士住建ア
プリ」のサービスも行っている。こうしたきめ細やか
なサービスも、顧客満足の向上につながっているの
だろう。

平成30年、FJホールディングス株式会社が設立さ
れ、富士住建をはじめ、それまで富士住建の組織内
にあった部署が独立して傘下となった。

同社は、先代社長の竹田淳一氏（現・FJホールディ
ングス㈱社長）が昭和62（1987）年に創業。住宅業
界に勤めていた淳一氏が、顧客からは見えにくい住
宅の販売価格に疑問を抱き起業した。そこには、自
社の利益率をギリギリのラインで抑え、「お客さまに
安くて良い家を」という思いがあった。
「私が入社した時は社長と私ともう一人の社員だ
け。私は飛び込み営業で受注を取り、当時は年間十
数棟を手がけていました。その後、前社長が、『長き
にわたって既存のお客さまをフォローしていくために
は、新しい人材を入れて会社を成長させなければい
けない』と、“完全フル装備の家”の開発を開始しま
した」
目指したのは、高品質で適正価格の家。そこで、業
界ではオプション扱いとなる豪華キッチンやトイレ、洗
面台等を品質やスペック、価格などを精査してメー
カーを選び、「年間50棟手がけるからこの値段にし
てくれないか」と交渉。同社は仕入れ値を抑えられ、
メーカーも年間まとまった数量を販売できるウィン

高品質で適正価格の家を目指す

埼玉労働局長
高橋 秀誠氏

る。なぜなら、顧客が家を建てた後も生活のゆとりを
もって人生を楽しめるよう、できるだけ負担のかから
ない価格で提供する―これが創業以来続く同社
の経営姿勢だからだ。
「利益が少しでも多く出たらお客さまに良いものを、
という考えで長年やってきました。ですから、他社が
当社と同じようにやろうとしてもできないでしょう。そ
れが他社との差別化にもなっていると思います」

建築は、同社が選び抜いた職人が責任をもって担
当現場を施工。常に職人同士の意見交換会や勉強
会なども行い、積極的に技術の向上に努めている。
また、施工の品質管理においては、公的基準を上
回る113項目もの現場検査を行い、建物の品質を管
理。さらに、公的機関や第三者機関のチェックを何度
も重ね、安全で安心な家づくりを担保する。
「現場に足を運ぶお客さまも多く、満足度アンケー●代 表 者 代表取締役　竹田 浩之
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施工事例内観 徹底した現場検査の様子

株式会社富士住建ZOOM UP
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ダード」と、近年人気を集めている「HIRARI（平
屋）」。そして、ひのき材を使った純和風住宅「檜日
和」と、ひのきを構造材に使ったモダンなスタイルの
家「紀州の風」だ。
「ひのきの家は、樹齢60年の国産無垢ひのき材と
いう非常にいい木材を使用しています。これまでと同
様に、年間まとまった量を仕入れる交渉をしているの
で、かなり抑えた価格で提供できています。ひのきの
家を希望するお客さまにとっては、かなりメリットのあ
るものだと思います」

トで『職人さんが状況を優しく教えてくれた』といった
お声をいただくこともあります」
さらに同社は、アプリを使って施主が自宅から建
設中の現場の写真を見ることができる「富士住建ア
プリ」のサービスも行っている。こうしたきめ細やか
なサービスも、顧客満足の向上につながっているの
だろう。

平成30年、FJホールディングス株式会社が設立さ
れ、富士住建をはじめ、それまで富士住建の組織内
にあった部署が独立して傘下となった。

同社は、先代社長の竹田淳一氏（現・FJホールディ
ングス㈱社長）が昭和62（1987）年に創業。住宅業
界に勤めていた淳一氏が、顧客からは見えにくい住
宅の販売価格に疑問を抱き起業した。そこには、自
社の利益率をギリギリのラインで抑え、「お客さまに
安くて良い家を」という思いがあった。
「私が入社した時は社長と私ともう一人の社員だ
け。私は飛び込み営業で受注を取り、当時は年間十
数棟を手がけていました。その後、前社長が、『長き
にわたって既存のお客さまをフォローしていくために
は、新しい人材を入れて会社を成長させなければい
けない』と、“完全フル装備の家”の開発を開始しま
した」
目指したのは、高品質で適正価格の家。そこで、業
界ではオプション扱いとなる豪華キッチンやトイレ、洗
面台等を品質やスペック、価格などを精査してメー
カーを選び、「年間50棟手がけるからこの値段にし
てくれないか」と交渉。同社は仕入れ値を抑えられ、
メーカーも年間まとまった数量を販売できるウィン

る。なぜなら、顧客が家を建てた後も生活のゆとりを
もって人生を楽しめるよう、できるだけ負担のかから
ない価格で提供する―これが創業以来続く同社
の経営姿勢だからだ。
「利益が少しでも多く出たらお客さまに良いものを、
という考えで長年やってきました。ですから、他社が
当社と同じようにやろうとしてもできないでしょう。そ
れが他社との差別化にもなっていると思います」

建築は、同社が選び抜いた職人が責任をもって担
当現場を施工。常に職人同士の意見交換会や勉強
会なども行い、積極的に技術の向上に努めている。
また、施工の品質管理においては、公的基準を上
回る113項目もの現場検査を行い、建物の品質を管
理。さらに、公的機関や第三者機関のチェックを何度
も重ね、安全で安心な家づくりを担保する。
「現場に足を運ぶお客さまも多く、満足度アンケー

時代とともに進化する標準装備

何重もの検査を行う、安心な家づくり

年間3,000棟に向けて営業力を強化

FJホールディングス設立

本社社屋 前橋ショールーム

ショールーム内観（左右）

施工事例外観（左右）
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施工事例内観 徹底した現場検査の様子

株式会社富士住建ZOOM UP
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